




The Tokyo Marathon and Japan
─ Media Coverage ─
Yasuo Shimizu＊
Abstract
　The Tokyo marathon has become the first full-scale urban marathon in Japan. 
People who previously took no interest in running have begun to show interest 
in the Tokyo marathon. Thus a second running boom is now taking place.  This 
is different from that of the late 1970s because the media covers marathons on 
a large scale. I would like to consider how Japanese running culture has been 
built up by the media and how the culture has penetrated Japanese society. The 
results are as follows.
　Newspapers covered ordinary participants and citizen runners in the Tokyo 
marathon and spotlighted them. Family ties was seen in the newspaper articles, 
and such words as Thanks, thank you and supporting appeared frequently. 
These words may be closely connected with the fact that marathons are 
extreme and that no one can run without the support of other people. They may 























































































































































































































































































































































































６） Gデーターベースサービスで「東京マラソン、石原慎太郎」で検索したところ　 朝日新聞33件、 
読売新聞24件、 毎日新聞66件、産経新聞107件（ 2000年１月１日から2014年８月31日までの分）
と多かった。
７） データーベースはGデーターベースサービス（http：／／db.g-search.or.jp／）を使用。場合によっ
て、縮刷版（東京）普通の新聞を使った。産経新聞は、縮刷版を作っていない。なお、産経新聞
東京版は、夕刊を発行していない。大阪版は発行している。テレビ中継については、東京国際マ
ラソンに引き続きフジテレビと日本テレビが隔年でテレビ放送する。双方の局に関係する衛星放
送 （BS・CS） でも放送されているほか、ラジオ中継も両局に関連したラジオ局であるニッポン放
送・アール・エフ・ラジオ日本が隔年で中継を行っている。第１回（2007年）は選考会の部のみ
の中継だったが、第２回（2008年）以降はテレビでは関東ローカル・衛星放送限定で一般ランナー
の部の最終ゴールまでの中継を行っている（地上波の全国ネットは選考会の部のみ）。本稿では、
地上派は全国ネット以外は、原則的に考えなかった。
８） 全新聞記事のアンダーライン、網かけは著者が記したものである。（これらの箇所は論考、考察
に関係しているので注目してほしいためアンダーラインを記した。なお、見やすくするために７
時間、３万人等の語には網かけをした）
９） 「東京マラソン、３万人」「東京マラソン、７時間」「東京マラソン、銀座」「東京マラソン、浅草」
「東京マラソン、観光」「東京マラソン、完走」「東京マラソン、祭」でGデーターベースサービス
で検索した（2000年１月１日から2014年８月31日までの分）ところ「東京マラソン、３万人」は、
514件「東京マラソン、７時間」は、183件「東京マラソン、銀座」は、285件「東京マラソン、浅草」
は、238件「東京マラソン、観光」232件「東京マラソン、完走」は759件、「東京マラソン、祭」
は195件であった。（なお、以上の件数は、朝日、読売、毎日、産経新聞の件数合わせてのもので
ある）
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東京マラソンと日本─メディア報道を中心に─
10） 「東京マラソン、病気」「東京マラソン、失業」「東京マラソン、女性」でそれぞれGデーターベースサー
ビス（2000年１月１日から2014年８月31日までの分）で検索したところ「東京マラソン、病気」は、
79件「東京、失業」は、９件「東京マラソン、女性」327件であった。（なお、以上の件数は、朝日、
読売、毎日、産経新聞の件数合わせてのものである）
　　 また、「東京マラソン、感謝」「東京マラソン、ありがとう」「東京マラソン、支え」「東京マラソン、
声援」をGサービス（2000年１月１日から2014年８月31日までの分）「東京マラソン、感謝」　は
168件「東京マラソン　ありがとう」は82件「東京マラソン、支え」は、298件「東京マラソン　声援」
は293件であった。（なお、以上の件数は、朝日、読売、毎日、産経新聞の件数合わせてのものである）
11） 市民マラソンの父と呼ばれている有吉正博氏、山西哲郎氏によると海外ではタレント、アナウン
サーが走るのを大きく取り上げバラエティ的に扱うのはどうもなさそうだと言っている。
12） 2010年日本スポーツ産業学会第19回大会での東京マラソン事務局早崎氏の話によると大会を重ね
るとメディアが飽きる必ず何かを変えないと注目されなくなる。だから、年々あたらしいことを
試み内容を変えていくことであるようだ。また、この大会でスポーツ社会学の杉本厚夫氏は、なぜ、
東京マラソンが31万も応募するのは、挑戦が元気にする、逸脱が元気にする、一体感が元気にす
るからだと述べた。
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